
令和６年８月 19日 

みらい企画創造部 

 

報道関係者 各位 

 

山形県知恵袋委員会の開催について 
 

 県内在住の概ね 65歳以上の方の豊富な経験に裏付けられた知恵や知識を県政に反映さ

せることを目的に、標記委員会につきまして、下記のとおり開催しますので、取材くださ

るようお願いします。 
 

記 

１ 日 時 

令和６年８月 21日（水） 

・村山総合支庁：午後１時 30分から３時 10分まで 

  ・最上総合支庁：午後１時 15分から２時 45分まで 

  ・置賜総合支庁：午後２時 00分から３時 30分まで 

  ・庄内総合支庁：午後１時 15分から３時 00分まで 
 

２ 場 所 

各総合支庁 各講堂 

 

３ 内 容 

（１）委員委嘱 

各総合支庁長等から委員委嘱を行います。 

 

（２）意見交換 

 「次代に語り継ぎたい『山形ならではの魅力』について」をテーマとし、総合支庁

長等と委員の意見交換を行います。 
 

４ 出席者 

各地域の委員※、各総合支庁長等 

※ 委員数 27名（村山７名、最上７名、置賜５名、庄内８名） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 【問い合わせ先】 

企画調整課 課長補佐（調整担当） 羽柴 

  電    話 ０２３－６３０－２１６４ 

〔報 道監 〕 みらい企画創造部 

重要プロジェクト等推進監（兼）次長 相田 

＜知恵袋委員会委員について＞ 

 概ね 65歳以上の山形県民で、県づくりの５つの政策の柱（①次代を担い地域を支える人材

の育成・確保、②競争力のある力強い農林水産業の振興・活性化、③高い付加価値を創出する

産業経済の振興・活性化、④県民が安全・安心を実感し、総活躍できる社会づくり、⑤未来に

向けた発展基盤となる県土の整備・活用）のいずれかに関する経験があり、公共の福祉増進に

熱意を持って現在も地域で活躍されている方（市町村又は総合支庁の推薦を受け、知事が委員

として委嘱） 


